
デイサービス明日葉介護予防・日常生活支援総合事業における 

指定第１号通所事業（通所型サービス）運営規程 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人酒田福祉会が設置するデイサービス明日葉（以下「当施設」という。）

において実施する酒田市介護予防・日常生活支援総合事業における指定第１号通所事業

（通所型サービス）（以下、通所型サービスという。）の適正な運営を確保するために、人

員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の従業者が要支援状態等の利用者に対し、適

切な通所型サービスを提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第２条 利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営むことができるよう、

必要な日常生活上の支援及び機能訓練を行う事により、心身の機能の維持回復を図り、も

って生活機能の維持又は向上を目指すものとする。 

２ 利用者の意思及び人格を尊重し、自傷他害の恐れがある等緊急やむを得ない場合以外、

原則として利用者に対し身体拘束を行わない。 

３ 事業の実施にあっては、地域との結びつきを重視し、利用者の所在する市町村、地域包

括支援センター、他のサービス事業所、保健医療サービス及び福祉サービスを提供する者

との連携に努めるものとする。 

４ 明るく家庭的雰囲気を重視し、利用者が「にこやか」で「個性豊かに」過ごすことがで

きるようサービス提供に努める。 

５ サービス提供にあたっては、懇切丁寧を旨とし、利用者又はその家族に対して療養上必

要な事項について、理解しやすいように指導又は説明を行うとともに利用者の同意を得て

実施するよう努める。 

６ 通所型サービスの提供の終了に際しては、利用者又はその家族に対して適切な指導を行

うとともに、関係機関への情報の提供を行う。 

 

（事業の運営） 

第３条 通所型サービスの提供に当たっては、事業所の従業者によって行うものとし、第３

者への委託は行わないものとする。 

 

（施設の名称及び所在地等） 

第４条 当施設の名称所在地等は次のとおりとする。 

（１） 施設名   デイサービス明日葉 

（２） 所在地   山形県酒田市駅東二丁目３－６ 

（３） 電話番号 0234-22-3885   FAX 番号 0234-28-9711 

 

 



（従業員の職種、員数及び内容） 

第５条 当施設の従事者の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 

（１） 管理者 １名 

管理者は、業務の管理及び従業者の統括管理、指導を行う。 

（２） 生活相談員 ２名以上 

生活相談員は、事業所に対する利用の申し込みに係る調整、他の通所介護従業者に

対する相談助言、また他の従業者と協力して通所介護計画の作成等を行う。 

（３） 通所介護員 看護職員 １名以上 

          介護職員 ３名以上 

通所型サービスの業務にあたる。 

（４） 機能訓練指導員 ２名以上 

機能訓練指導員は、日常生活を営むのに必要な機能を維持回復する為の訓練指導、

助言を行う。 

（５） 事務員は、固定資産及び備品等の調達、受払い、管理、文書の収受、経理、労務な

どの事務、広報渉外、その他庶務に関することを行う。 

 

（営業日及び営業時間） 

第６条 通所型サービスの営業日及び営業時間は以下のとおりとする。 

（１） 毎週月曜日から土曜日までとする。 

（２） 営業時間は午後１時３０分から午後３時３０分までする。 

 

（利用定員） 

第７条 利用定員数は、３０人とする。 

 

（利用者負担の額） 

第８条 通所型サービスを提供した場合の利用料の額は、酒田市が定める第一号事業支給費の額

とし、そのサービスが法定代理受領サービスである時は、介護保険負担割合証に記載の割

合に基づく額の支払いを受けるものとする。 

２ 次に掲げる項目については、別に定める料金表によるものとする。 

  ① 食費（食事キャンセルの締切時間（前日９時）を過ぎてから利用変更・中止の申し出が

あった際は食費が発生する場合があります。） 

  ② おやつ                      

  ③ おむつ代                

  ④ その他日常生活において通常必要となる費用で利用者が負担することが適当と認   

められる費用は実費とする 

 

（指定通所介護の内容） 

第９条 指定通所介護の内容は次のとおりとする。 



（１） 入浴 

（２） 食事 

（３） 機能訓練 

（４） 送迎 

（５） 相談、援助 

（６） 健康チェック 

（７） アクティビティなど 

 

（通常の事業の実施地域） 

第 10 条 通常の事業の実施地域を以下のとおりとする。 

    酒田市（旧松山町、旧平田町、旧八幡町を除く） 

 

（施設の利用に当たっての留意事項） 

第 11 条 通所型サービスに当たっての留意事項を以下のとおりとする。 

・利用者は通所型サービスの提供を受けるにあたっては、医師の診断や日常生活上の留意事

項、利用当日の健康状態を職員に連絡し、心身の状況に応じたサービスの提供を受けるよ

う留意する。 

・設備、備品の利用は、大切に取り扱うように努めること。 

・所持品、備品等の持ち込みは、相談のうえ可能な限り認める。 

・金銭、貴重品の管理は、原則として行わない。 

・宗教活動は、禁止する。 

・ペットの持ち込みは、禁止する。 

・利用者の「営利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動」は、禁止する。 

・他利用者への迷惑行為は禁止する。 

 

（緊急時における対応方法） 

第 12 条 通所型サービスの提供を行っている時に利用者に病状の急変、その他緊急事態が

生じた時は、速やかに主治医に連絡するなどの措置を講じる。主治医への連絡が困難な

場合は、緊急搬送等の必要な措置を講じるものとする。 

２ 通所型サービスの提供により事故が発生した場合は、市町村、当該利用者の家族、当該

利用者に係る地域包括支援センターに連絡をするとともに、必要な措置を講じるものと

する。 

 

（非常災害対策） 

第 13 条 消防法施行規則第３条に規程する消防計画及び風水害、地震等の災害に対処する

計画に基づき、また、消防法第８条に規程する防火管理者を設置して非常災害対策を行う。 

（１） 防火管理者には、介護主任を充てる。 

（２） 火元責任者には、事業所職員を充てる。 



（３） 非常災害用の設備点検は、契約保守業者に依頼する。点検の際は、防火管理者が立

ち会う。 

（４） 非常災害設備は、常に有効に保持するよう努める。 

（５） 火災の発生や地震が発した場合は、被害を最小限にとどめるため、自衛消防隊を編

成し、任務の遂行に当たる。 

（６） 防火管理者は、従業員に対して防火教育、消防訓練を実施する。 

  ① 防火教育及び基本訓練（消火・通報・避難）･･････年２回以上 

 

  ② 利用者を含めた総合避難訓練････････････････････年１回以上 

  ③ 非常災害用設備の使用方法の徹底････････････････随時 

 その他必要な災害防止対策について必要に応じて対処する体制をとる。 

 

（苦情処理） 

第 14 条 通所型サービスの提供に係る利用者及びその家族からの苦情に迅速にかつ適切に

対応するために、必要な措置を講じるものとする。 

 

（職員の服務規律） 

第 15 条 職員は、介護保険関係法令及び諸規則、個人情報保護法を遵守し、業務上の指示

命令に従い、自己の業務に専念する。服務にあたっては、協力して施設の秩序を維持し、

常に次の事項に留意すること。 

（１）利用者に対して、人格を尊重し親切丁寧を旨とし、責任を持って接遇すること。 

（２）常に健康に留意し、明朗な態度を失ってはならない。 

（３）お互いに協力し合い、能率の向上に努力するように心掛けること。 

 

（職員の質の確保） 

第 16 条 施設職員の資質向上のために、その研修の機会を確保する。 

 

（職員の勤務条件） 

第 17 条 職員の就業に関する事項は、別に定める社会福祉法人酒田福祉会の就業規則によ

る。 

 

（職員の健康管理） 

第 18 条 職員は、この施設が行う年１回の健康診断を受診すること。 

 

（衛生管理） 

第 19 条 使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生的な管理に

努め、衛生上必要な措置を講ずるものとする。 

２ 食中毒及び伝染病（感染症）の発生を防止するとともに、蔓延することがないよう、衛



生的な管理を行う。 

 

（虐待防止に関する事項） 

第 20 条 当施設は、虐待防止等の為、次の措置を講じるものとする。 

（１）虐待を防止するための研修の実施 

（２）利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備 

（３）その他虐待防止のための措置 

２ 当施設は、サービス提供中に当該事業所従事者又は利用者の家族等による虐待を受けた

と思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に報告する。  

 

（守秘義務及び個人情報の保護） 

第 21 条 利用者の個人情報の保護は、個人情報保護法に基づく厚生労働省のガイドライン

に則り、当施設が得た利用者の個人情報については、当施設での介護サービスの提供にか

かる以外の利用は原則的に行わないものとし、外部への情報提供については、必要に応じ

て利用者またはその代理人の了解を得ることとする。 

２ 施設職員に対して、施設職員である期間及び施設職員でなくなった後においても、正当

な理由が無く、その業務上知り得た利用者又はその家族の個人情報を漏らすことがないよ

う指導教育を適時行う他、施設職員等が本規定に反した場合は、違約金を求めるものとす

る。 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第 22 条 運営規程の概要、施設職員の勤務体制、協力病院、利用者負担の額及び苦情処理

の対応、プライバシーポリシーについては、施設内に掲示する。 

３ 通所型サービスに関連する政省令及び通知並びに本運営規程に定めのない、運営に関す

る重要事項については、社会福祉法人酒田福祉会 デイサービス明日葉の理事会において

定めるものとする。 

 

 

付 則 

この運営規程は、平成２９年５月１日より施行する。 

この運営規程は、令和５年４月１日より施行する。 

 


